
栃木県では、これまで幼児等の望ましい運動習慣形成に向け、動画配信や指導者研修、体験教室等の取組を継続してきた。実施市
町の園や家庭では一定の普及効果が見られた一方、未実施市町や運動への関心が低い保護者層へのアプローチは依然として不十
分であり、県内全域への波及が課題となっている。そこで本事業では、「運動への関心が低い保護者層への普及啓発」と「日常的に
運動遊びを経験できる環境づくり」を柱に据え、園の行事と連動した出前講座や指導者派遣等を通じ、保護者や指導者の意識醸成
を図るとともに、各市町が主体となって、幼児期からの運動習慣形成に向けた取組を推進を目指す。

目的・背景

幼児等の健やかな成長を支える運動遊びの普及・啓発事業
～県内全域への普及と環境づくりの推進～
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実施体制図

主な結果と考察

調査の結果、「保護者が運動を好きかどうか」が、親子の運動実践や今後の

意欲に強く影響していることが判明した（p<.001）。保護者が運動に親しみを

感じている家庭ほど、子供と一緒に動く傾向が有意に高く、保護者の意識が子

供の運動習慣形成に影響する主要因であると言える。今後は、運動に関心が低

い層や苦手意識を持つ層でも手軽に楽しめる運動遊びを普及させるとともに、

保護者自身が体を動かす動機付けとなる取組を並行して進めることが、子供の

運動習慣形成において有効であると考える。

成果と課題、今後の展望

• 県と鹿沼市の連携による研修会の開催は、職域を超えた
広範な指導者の参加を促進し、子供の運動習慣形成を支
える連携体制の構築につながった。

• 運動会等の既存行事での出前講座を通じ、運動に関心
の低い層へも効果的に介入できた。専門家による直接指
導は、親子が運動遊びの楽しさを体感し、その重要性を再
認識するきっかけとなった。

• シンポジウムでの取組事例の紹介や有識者等によるパネ
ルディスカッションを通じ、園・地域・家庭が連携する重要性
を再確認し、広く発信することができた。

成果

課題と今後の展望

• 両親ともに運動が苦手で、子供の運動に付き合うのがつらいと感じ
ていましたが、運動会で親子の触れ合いとしての楽しさを体感できま
した。子供の運動習慣づくりのために、時には親も子供と一緒に運動
するよう意識することは大切だと感じた。

• シンポジウムに参加し、大人の関わりや環境づくりの重要性を再認
識しました。特にパネルディスカッションでは、教育現場の視点だけで
なく、保護者の立場など、様々な視点からの意見を伺うことができ大
変参考になりました。『自分にできる関わり方でよい』と安心すること
ができ、前向きな気持ちになれました。

保護者の声

主なスケジュール ポイント

栃木県が専門家による検討委員会
の運営や動画作成等の基盤整備を
担い、鹿沼市が「親子運動遊び教
室」や「園への指導者派遣」といった
現場実装を担う明確な役割分担とし
た。県が講師確保や啓発資料作成を
一括して担うことで市町の事務負担
を軽減し、未実施市町でも導入しや
すい環境を整えた。特に、運動会等
の既存行事を活用した「出前講座」
の実施は、運動に関心が低い保護者
層へ効率的にアプローチできる体制
として有効であった。
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教育委員会 鹿沼市教育委員会

【大学】

宇都宮共和大学子ども

生活学部、宇都宮大学

共同教育学部

幼児期からの運動遊び

普及検討委員会
（有識者等で構成）

連携

協議・助言

事業委託

【行政】

県保健福祉部(こども

政策課)、県生活文化

スポーツ部（スポーツ

振興課）、県総合教育

センター幼児教育部、

鹿沼市こども未来部
【幼稚園・認定こども

園・保育所】

県幼保園関係団体、鹿

沼市内幼稚園・認定こ

ども園・保育所

【スポーツ関係団体】

県レクリエーション協

会、県総合型地域ス

ポーツクラブ、県ス

ポーツ推進委員会、県

スポーツ協会、とちぎ

スポーツ医科学セン

ター、(公財)かぬま文

化・スポーツ振興財団

(１)
体制整備
・検討委員会
・効果検証

(２)①
運動遊びの啓発
・指導者研修会
・普及啓発チラシ作成
・運動遊びシート作成
システム

(２)②
運動遊びの提供
・園行事での出前講座
・親子運動遊び教室
・指導者派遣事業

（３）
成果報告会

栃木県 ・第１回委員会開催

鹿沼市

栃木県

鹿沼市

栃木県 ・調査項目選定

鹿沼市 ・指導者派遣(3回)

栃木県 ・調査票作成 ・研修会開催（鹿沼市共催）

鹿沼市 ・指導者派遣(5回)

栃木県 ・各種調査集計 ・出前講座実施（４園）

鹿沼市 ・指導者派遣(9回)

栃木県
・運動遊びシート作成システ
ム導入等作業

・出前講座実施（２園）

鹿沼市 ・指導者派遣(12回)

栃木県
・出前講座実施（１園） ・シンポジウムチラシ

作成

鹿沼市
・第１回教室開催
・指導者派遣(8回)

栃木県

・第２回委員会開催
・各種調査集計

・WEBサイト普及啓発チラ
シ作成
・親子運動遊びシート作成シ
ステム導入等作業

・シンポジウムチラシ
配布

鹿沼市
・第2回教室開催
・指導者派遣(5回)

栃木県
・分析結果等報告 ・サイト普及啓発チラシ作成

・親子運動遊びシート作成シ
ステム導入等作業

・シンポジウム開催

鹿沼市

栃木県
・サイト普及啓発チラシ配布
・運動遊びシート作成システ
ム運用開始

鹿沼市

3月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

実施 時期 実施主体

事業項目

6月

7月

8月

• 出前講座等により関心は高まったが、運動が苦手な保護
者や園における日常的な継続への動機付けが依然として
課題である。

• 実施市町での成果は着実に上がっているが、県内全域へ
の普及には課題が残る。今後は、各地の現場の声や運動
遊びの実態についてさらなる把握に努め、地域の実情に即
した持続的な運動習慣形成に向けた取組を検討・推進し

ていく。
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事業の内容

運動遊びの重要性の普及啓発
・ 指導者研修会
（実施内容：幼児期運動指針に基づいた発達に応じた運動遊びの
指導法と実践（１回）、実施時期：９月、 参加人数：63名、参加者の
属性：幼稚園教諭、保育士、スポーツ関係団体等指導者）
・ 普及啓発チラシの配布
（内容：親子運動遊び動画の普及・啓発、配布数：県内幼稚園・認
定こども園・保育所に通う３～５歳児保護者宛て約50,000枚）
・ 親子運動遊びシート作成システム構築
（内容：動画を選択し、独自の親子運動遊びシートを作成できる
システムを導入、配布方法：県内幼稚園・認定こども園・保育所、
小学校へチラシデータ送付）

• 職域を超えた多様な指導者を対象とし、運

動会を控えた時期に「現場ですぐに活用で

きる親子遊び」を研修内容に組み込むこと

で、参加動機と実践への意欲を高める工夫

をした。

• 県内の各園を通じて、対象家庭へ確実に配

布した。動画をランキング形式で紹介し、親

子で「やってみよう」と思える紙面構成にす

ることで、認知度の向上と積極的な活用を

促した。

• 動画を選んで資料化できる機能を導入し、

作成の負担を軽減。園の行事や子供の関心

に合わせて自由に組み合わせられるカスタ

マイズ性を備えることで、現場や家庭の実情

に即して継続的に活用できる環境を整えた。

• 既存の行事を活用することで、運動に関心

の低い層を含む幅広い保護者への啓発の機

会を確保した。また、用具不要の運動遊びを

中心に紹介し、保育者が「自園でも実践でき

る」と実感できる内容構成にすることで、日

常的な取組への定着を図った。

• 新聞紙やタオルなど、日用品を運動教具とし

て活用。特別な準備を不要にすることで、教

室で学んだ内容をその日のうちに家庭で再

現できる環境を整えた。

• 同一園に専門指導者を繰り返し派遣するこ

とで、子供たちが遊びに慣れ、運動への意欲

の段階的な向上を図った。また、園の日常の

活動に専門指導が加わる形式をとることで、

派遣終了後も園独自で活動を継続しやすい

環境を整えた。

• 大学教授や保育現場の代表に加え、企業代

表や子育て世代の視点を持つ元トップアス

リートをパネリストに迎え、園・地域・家庭が

連携した運動習慣形成の在り方を多角的に

議論した。誰もが当事者として関わる重要性

を共有し、参加者からは自身の役割を見つ

め直す機会として好評だった。

• 集客にあたっては、年度末の多忙な時期と

重なり参加者の確保に苦慮したため、募集

期間の延長を決定した。併せて、駐車スペー

スの確保・提供を行い再周知するなど、利便

性の向上と現場の実情に即した募集活動を

展開した。

運動遊びの提供

・ 運動会や保育参観等の行事における運動遊びの出前講座
（実施内容：既存の園の行事を活用し、親子での運動遊びを実践
するとともに、その重要性を伝える啓発講座（７か所）、実施時期：
10月～12月、参加者の属性：幼稚園・認定こども園・保育所の幼児、
保護者、保育士等、参加人数：約700名）
・ 親子運動遊び教室
（内容：日用品（新聞紙・タオル等）を活用した親子でできる運動遊
び（2回）、実施時期：12月・1月、参加人数：30名）
・ 運動遊び体験指導者派遣
（内容：幼稚園や保育所等へ専門指導者を派遣し、ACP等を活用
した運動遊びの直接指導体験指導者の派遣（9園・延べ42回）、実
施時期：8月～1月）

成果報告会
・ 実施内容：本県及び実施市町における取組内容の紹介、大学教授
等による分析結果等の報告、有識者によるパネルディスカッション

・ 実施日時：2月27日(金)13:30～16:30
・ 実施場所：栃木県総合文化センター サブホール
・ 参加人数：約80名
・ 参加者の属性：幼稚園教諭、保育士、小学校教諭、中学校教諭、
行政関係者、スポーツ関係団体関係者、保護者 他
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